
上下水道審議会資料

令和7年2月5日

令和6年度 第2回富士見町上下水道審議会資料

1

1.富士見町上下水道事業の状況について
2.水道事業及び下水道事業の経営戦略の見直しについて



目次
１．富士見町上下水道事業の状況について Ｐ３

・上下水道審議会とは
・上下水道課の概要
・会計処理のしくみ
・地方公営企業会計の基本原則
・水道事業の概要・経営計画・決算概要
・下水道事業の概要・経営計画・決算概要

２．水道事業及び下水道事業の経営戦略の見直しについて Ｐ１６

・上下水道事業の経営戦略について
・経営戦略の改定に向けて

2



1.富士見町上下水道事業の状況について
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○上下水道審議会とは

目的
水道事業及び下水道事業の推進と円滑な管理運営

任務
町長の諮問に応じて、以下の事項について調査審議する。
・事業の実施に必要な基本的事項
・施設の管理運営に必要な基本的事項
・水道料金及び下水道使用料
・その他目的達成に必要な事項

組織
町議会議員5名以内 知識経験者5名以内

任期
委員の任期は2年間
職務により委嘱された委員の任期は、その職務の在任期間
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○上下水道課の概要

組織
職員 定員12人 現員11人
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上下水道
課長

庶務経理係

4人（1人）

施設係

6人

※（ ）内は、会計年度任用職員の内書き

業務
水道事業
公共下水道事業
農業集落排水事業 3事業の運営

事務
庶務経理係
上下水道事業の運営に関する事項
上下水道料等に関する事項
会計事務に関する事項

施設係
上下水道施設の建設改良に関する事項
上下水道施設の維持管理に関する事項
宅内給排水設備に関する事項



○会計処理のしくみ

官公庁会計と公営企業会計
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活動の目的 認識基準 会計方式 決算

官公庁会計 公共の福祉の
増進

現金主義
現金収支の事実に
基づいて収入支出
を認識

単式簿記
現金の出入金を管
理

予算に計上された
事業がどれだけ執
行されたかを整理

公営企業会計 公共の福祉の
増進＋経済性
の発揮

発生主義
取引などの経済活
動の事実に基づい
て収入支出を認識

複式簿記
資産・負債の増減
や収益・費用の発
生を管理

経済活動の経営成
績や財政状況を整
理



○地方公営企業会計の基本原則
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〇経営の基本原則（地方公営企業法第3条）
→企業の経済性を発揮するとともに公共の福祉を増進するよう運営をする。

〇独立採算の原則（地方公営企業法第17条の２第2項）
→必要な経費は経営に伴う収入（水道料金・下水道使用料）をもって充てる。

〇公正妥当な料金（地方公営企業法第21条第2項）
→適正な原価を元に健全な運営を確保する。

特定の者に対し不当な差別的な扱いをしない。



○水道事業の概要

水道事業は、一般の需要に応じて水道水を供給する事業です。

富士見町は、昭和37年に事業を開始し、昭和40年から供用を開始しました。令和7年現在、
供用開始から60年が経過しています。
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水道事業の概要（令和5年度決算）
事業創設認可年月日 ： 昭和37年12月27日
供用開始年月日 ： 昭和40年1月1日
行政区域内人口 ： 14,149人
現在給水人口 ： 13,902人 （普及率 98.3％）

・16カ所の水源、4カ所の浄水施設、43カ所の配水池を有し、利用者へ水道
水を供給しています。



○水道事業の経営計画（経営戦略）

経営戦略とは、水道事業が将来にわたって安定的に事業を継続し、中長期的な目標を達成
するために、経営資源（ヒト、モノ、カネなど）をどのように活用していくかという、将来を見据え
た総合的な計画です。
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基本方針

・安心安全な給水の確保（水源の保全と水質管理）

・災害に強い水道の確立（施設の耐震化と老朽施設の更新）

・水道運営基盤の強化（経営改善、財政計画、維持管理の向上）

・水道ｻｰﾋﾞｽの充実と環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ対策の推進（情報提供・有収率・省エネ）



○水道事業の経営計画（経営戦略）
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投資計画 ‣ ‣ ‣ 基本方針に基づく具体的な投資の取り組み

・第6水源膜ろ過方式浄水場整備事業 → 事業の完了

・耐震管路整備事業

・施設更新事業

財政計画 ‣ ‣ ‣ 給水人口の減少や水需要に注視し持続可能な料金収入を確保
・料金収入・・・・・令和7年度以降、現状の料金体系での経営は難しい状況 → 令和7年から料金改定

・企業債・・・・・新規事業（第6水源膜ろ過方式浄水場整備事業等）には企業債を発行 → 事業の完了

・他会計貸付金・・・・・令和6年度以降、下水道事業から9億円（年間1億円）の返済

・国庫補助金・・・・・新規事業には、事業費の1/4の補助金を予定 → 事業の完了

総額56億円
以上の投資



○水道事業決算（令和5年度）の概要
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給水収益：448,354千円(前年比△0.9％)

純 利 益：104,043千円(前年比 20.5％)

・一般利用者の水道料金はほぼ横ばい
・事業者（企業）の水道料金は微減
・一時的な委託料（廃棄物処分）や
電気料（政府支援）による費用の減少

水道事業の主要な収益源である給水収益は微減と
なりましたが、減収増益となりました。令和7年からの
料金改定により増収が見込まれる一方で、新浄水場
の稼働に伴い、費用が大幅に増加する見込みです。
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○下水道事業の概要

下水道事業は、汚水を適切に処理し、公共水域の水質保全や生活環境の改善を目的とする事業です。

富士見町は、平成2年に事業を開始し、平成5年から供用を開始しました。令和7年現在、
供用開始から32年が経過しています。
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下水道事業の概要（令和5年度決算）

建設事業開始年月日 ： 平成2年6月15日（農排） 平成2年12月10日（公共）

供用開始年月日 ： 平成6年4月1日（農排） 平成5年9月1日（公共）

処理区域内人口 ： 1,588人＋11,174人＝12,762人（普及率 90.2％）

水洗便所設置済人口 ： 1,435人＋10,419人＝11,854人（水洗化率 98.3％）

・諏訪湖流域下水道豊田終末処理場と、町内4つの処理場（富士見・境・立沢・西久保）で汚水処理を行っています



○下水道事業の経営計画（経営戦略）

経営戦略とは、下水道事業が将来にわたって安定的に事業を継続し、中長期的な目標を達
成するために、経営資源（ヒト、モノ、カネなど）をどのように活用していくかという、将来を見据
えた総合的な計画です。
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基本方針

・利便性や快適性を維持していくために維持管理費の削減

・管路・施設の修繕更新計画の策定

・処理施設の統廃合やﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ場の自然流下方式への変更による
維持管理費の削減

・水洗化率の向上、使用料収入の確保



○下水道事業の経営計画（経営戦略）
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投資計画 ‣ ‣ ‣ 基本方針に基づく具体的な投資の取り組み

・接続幹線整備事業

・改築更新事業

・マンホールポンプ場の自然流下方式への変更事業

財政計画 ‣ ‣ ‣ 接続人口の減少や水需要に注視し持続可能な使用料を確保
・使用料収入・・・・・使用料収入が減少するものの、安定した経営ができるものと想定される。

・他会計補助金・・・・・一般会計からの繰入金は令和7年度以降、徐々に減額できる見込み
・企業債・・・・・自然流下方式及び接続幹線整備事業には企業債の発行を予定

・国庫補助金・・・・・幹線整備事業には、事業費の1/2の補助金を予定

総額10億円
以上の投資



○下水道事業決算（令和5年度）の概要
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下水道料：529,521千円(前年比 0.3％)

純 利 益：393,556千円(前年比 4.7％)

・一般使用者の下水道使用料はほぼ横ばい
・事業者（企業）の下水道使用料は微増
・企業債（借入金）の返済に伴う支払
利息の大幅な減少

下水道事業の主要な収益源である下水道使用料
は微増となり、増収増益となりました。しかしなが
ら、今後は収益の減少や、施設の老朽化による投
資の必要性が予想されます。
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2.水道事業及び下水道事業の
経営戦略の見直しについて
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○上下水道事業の経営戦略について

富士見町の水道事業及び下水道事業の経営戦略は、平成28年に策定以来、2度の改定や見直
しを行い、上下水道事業に係る中長期的な経営を明らかにしてきました。
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上下水道事業の経営戦略

平成28年3月策定 ： 計画期間（平成29年度～平成38年度）

令和 2年3月改定 ： 計画期間（令和2年度～令和11年度）

令和 6年9月見直し： 計画期間（令和2年度～令和11年度）

※エネルギー価格の高騰、物価高騰に伴う資材費、労務費の見直し

水道料金の改定等を踏まえ、計画期間の延伸を行わずに計画内容を見直し。



○経営戦略の事後検証、更新について

経営戦略は、目標達成に向けた進捗状況を定期的に管理します。定期的な見直しは5年を目安と
しますが、料金改定など重要な決定事項があった場合は、その都度見直しを行います。
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水道事業

・水道料金の改定

・第6水源浄水場の稼働

下水道事業

・ストックマネジメント計画の策定

・一般会計補助金の見直し

令和7年度「経営戦略」の改定を目指す

計画期間：令和8年度～令和17年度

重要な決定事項



○経営戦略の改定に向けて

上下水道事業は、令和6年度に経営を大きく見直す必要が生じる重要な変化がありました。
令和7年度は、3回の審議会を開催し、上下水道事業の経営戦略見直しに向けた取り組みを進め
ます。
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上下水道審議会（予定）

令和7年度

・ 7月上旬：第1回審議会 経営戦略に関する諮問と現状説明

・ 8月下旬：第2回審議会 経営戦略素案とりまとめ

・11月上旬：第3回審議会 経営戦略素案とりまとめ及び答申

※第1回から第3回までの審議会日程は、令和7年5月以降に開催日を決定し、ご案内いたします。



お問い合わせ

20

本審議会資料に関する、ご意見・ご質問は下記へお問い合わせください。

富士見町上下水道課庶務経理係
電話：0266-62-9352
FAX：0266-62-7509
Mail：jyougesui@town.fujimi.lg.jp


